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部活動で得た力を、進路実現につなげよう！ 
 皆さんが３年次生になり２ヶ月が過ぎました。この５月は高校総体があり、２回の模擬試験があり…と怒濤の

ような一ヶ月だったと思います。最後の高校総体では、各部の３年次生が活躍したという報告を聞き、嬉しい気

持ちになりました。結果を残せた部もあれば、残せなかった部もあるでしょう。しかし、この約２年間、部活動を

通して結果だけではない貴重なものを、日々の活動の中から身につけてきたのです。 

最上級生として部という組織をまとめ上げたこと、一つの目標に向かいチーム一丸となって努力したこと、仲

間や後輩の存在を大切にする中で育まれた絆…。これらのことは今後、社会に出る上で必要な力となるに違い

ありません。皆さんが何気なく過ごしてきた、高校生活の日常の中で、多くの経験を重ねながら成長してきたの

です。 

 

私自身、これまでの人生を振り返って見ると、自分自身を成長させたのは「数多くの悔しい経験」だと思いま

す。中学高校の部活動、大学入試、教員採用試験など、悔しかったエピソードがたくさんあります。楽しい思い

出よりも、苦しかったことや悔しかったことの方が鮮明に印象に残っています。その時に大切なことは、この悔し

い思いを忘れず、それをバネにして、困難な場面を乗り越える心の強さを持つことだと思います。 

 

これからの１０ヶ月、皆さんは壁にぶち当たり、悔しい思いをすることもあるかと思います。しかし、困難を乗り

越えることが、何よりも成長につながるものと信じています。来週から第１回定期試験が始まります。３年になっ

てからの試験は、今まで以上に重要なものとなります。定期試験は皆さんにとって「試練ではなく、成長できる

チャンス」であることを忘れずに、最善を尽くしてほしいと思います。 

3 年次主任 小 林  健 

 

・第１回定期試験が４日（月）から始まります。１，２年次は年間で４回の試験でしたが、３年次は３

回となり、一回の試験の重みが大きくなります。試験を欠席することがないよう、また万全で臨める

よう、体調の管理など宜しくお願いいたします。 

・6 月 28 日（木）、30 日（土）に鳳凰祭が開催されます。特に定期試験後から本格的な取り組みが始

まります。学習とのバランスが崩れないようメリハリをつけて取り組ませたいと思います。バザーの

品物提供など御家庭にも御協力をいただく場面もありますが、宜しくお願いいたします。 

・7月 13 日（金）から三者懇談が始まります。この頃までに受験についての考えを御家庭内で話し合い

をしていただきたいと思います。ご質問やご不明な点がありましたら、三者懇談を通じて相談してい

ただければと思います。 

 

 

６月行事予定～定期試験も鳳凰祭も全力で取り組もう～ 

 
 

日 曜日 A/B 予　　　定 日 曜日 A/B 予　　　定

1 金 A 16 土

2 土 17 日

3 日 18 月 Ｂ 生徒協議会　生徒会役員選挙公示

4 月 行 第1回定期試験 19 火 Ｂ

5 火 行 第1回定期試験 20 水 Ｂ 第2回マナーアップ運動

6 水 行 第1回定期試験 21 木 Ｂ 夏季原付免許取得説明会

7 木 行 第1回定期試験　二輪車安全運転実技講習会 22 金 Ｂ インターハイ･総文祭･野球壮行会　CHSより西高訪問～6/28

8 金 A 第1回生活実態調査 23 土

9 土 小論文講座 24 日

10 日 25 月 Ｂ きずなの日

11 月 A きずなの日　教育実習開始 26 火 A

12 火 A 27 水 A 短縮４０分授業（４校時まで）　鳳凰祭準備・リハーサル

13 水 A 28 木 行 鳳凰祭1日目(コラニー文化ホール)

14 木 A 内科健診 29 金 6月30日の振替休日　ＣＨＳ生徒帰国

15 金 A 30 土 行 鳳凰祭2日目

 甲府西高 ３年次だより 



鳳凰祭に向けて 
 ３年次生が核となり、すでにいろいろな準備が始まっています。３年次生としてブロック全体をまと

める役割も求められます。最上級生として、後輩達とともに素晴らしいチームを作り上げていってほし

いと思います。定期試験が終わってからの限られた準備期間ですが、存分に楽しみながら取り組んでほ

しいと思います。 

 仲間の存在を認め、仲間と支え合い、仲間と夢中になって取り組む…この行事を通して、「感動」や

「喜び」を分かち合ってほしいと思います。単なるエネルギー発散の場、お祭り騒ぎではなく、一人ひ

とりの思いが感じられる素晴らしいパフォーマンスを期待しています。個人としてもクラス、年次とし

ても成長できる場であってほしいと願っています。 

  

今回の年次だよりでは、６人のブロック長からのコメントを載せたいと思います。彼らを中心に、各

ブロックそれぞれの持ち味を大切にしながら、鳳凰祭を成功させましょう！！ 


